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海外 における日本語教育
1は じめに
海外 にお ける日本語教育と一口 に言 って も、国や地域性 に応 じた さまざまな形態 がある。
日本語教育の行 われて きた歴 史、理念、動機 も国や地域 によって異なる し、また教 育行政、
制度、言語その ものや外国語教育 に対す る考 え方、民族性、地理的条件 な どもそれぞ れで
ある。 オース トラリアの ような多民族国家で、多文化主義 を標榜 している ところにお ける
日本語教育 と、 タイの ように一般的 にはタイ語のみ を使用 してい る国 とでは、 日本語教育
の在 り方 もそ こに潜む問題も大 き く異 なって くる。 さらに言 えば、同 じ国であ って も、教
育機 関、学習者 の年 齢、学習 目的 に よっ て求 める もの も問題 も当然異 な って くるであ ろ
う。
しか し、海外 に固有な共通の課題 もある。例 えば、教師には、文法 についての知識、教
室活動 を上手 にこなす教授能力だけではな く、教材、 カリキュ ラム開発 ・作 成能力、 よ り
柔軟な思考 とアイデ ィアカ、 自己開示性 、 コーデ ィネー ト能力な どが国内以上 に要求 され
る(日 本語 教育学会1997〉とい われる。 また、自分は現地 国での 日本語教育 の一端 を担
っている とい う自覚 も必要だ し、現 地国 日本語教師 との連携体制の在 り方 も大切 な課題 と
なって くる(佐 久間1999〉。 しか し、学習者 に対 して出来 るだけ多 く、 日本 語 との接 触の
機会を作 り出すこ とも忘 れてはな らない。海外 において も国内にお いて も、教室 だけが 日
本語習 得の場 ではない・ 国内で第二言語 として 日本語 を学 んでいる学習者 と違 って、教室
を一歩 出る と全 く日本語 に触 れる機会 のない海外 の場 合、そ うした実際使用 の機 会 をで き
るだけ多 くデザ インす ることは、教 師に求め られている仕事 の中で も重 要 な部分 を占めて
いる と思 われる。学習者のイ ンターアクシ ョン能力 を伸 ばすためには、実際 の接触場 面の
中で 日本語 を使用す ることに よって起 こる学習者 自身の気づ き、自己モニ ター、学習 に対
1聯 田　 一 育研究
す る姿 勢の変化 などが重要な要素であ り、そ うした経験 を通 して学習者 が 日本語学習 を自
己管理 す るようになることが肝要である(宮 崎2000)。
この よ うな考え方に基づ き、本稿 で は、早稲 田Education(Thailand)で行 った イ ンタ
ー アクシ ョン能力 を伸ばすためにデザイ ンされたアクテ ィビテ ィの中か ら、 ビジ ターセ ッ
シ ョンと研 修旅行大学生 との交流活動 を中心 に報告 し、海外 における学習環境 のバ リエ ー
シ ョンの観点か ら、今後の可能性 を考察 してい く。
2早 稲 田EducatlonThaiIandと日本 語 コ ー ス
本校 は、2003年4月、早稲田大学 とタイの財閥グループ(SahaGroup)との提携 に よ
りタイのバ ンコクに設立 された学校であ る。将来的には早稲 田大学 との履 修単 位交換 を前
提 とした ッイニ ングプログラム旧 を視野 に入 れて いるが、それ に先立 ち・現段 階 では 日
本語教 育の プログラムのみ を発足 させ た。4月 か ら9月 までは教師2名(早 稲 田大学大学
院 日本 語教育科派遣〉、10月か らは教師5名(派 遣 教師3名 を含 む)の 布陣9で 、 タイ初
のPre-Unlversityのための 日本語教育 を中心 と した授業 を行 ってい る。すなわち、 タイに
在 住する、早稲 田大学及びその他 の 日本の大学への留学 を希望す る学生のため に、早稲 田
大 学で行 われ てい るのと同様のカ リキュ ラムの下での 日本語学習 を 目的 としている・4月
か ら9月 までの6ヶ 月問は、1年 間のDayCourseと2年問のEveningCourse2コースの
計3コ ー ス、10月か らは、DayCourse1コース、AdvancedCourse2コースが新 たに開設
され た。 また、バ ンコクか ら車 でお よそ1時 間の場所 に位置す るシー ラチ ャ工 業団地「3ト
ヘ も、毎週土曜 日に教師を派遣 して主 にビジネス日本語 を中心に教 育を行 ってい る・
DayCourseは月曜 日か ら金曜 日まで1日5時 間、計25時 間、EveningCourseは週4回
10時問 と週2回6時 間の2コ ースか らなってい る。学生は高校生 、大学生 、大学院生 、会
社員、日本語教 師 と幅広いが、お しなべて 日本語学習意欲 は強 く、授業への出席率 も高い。
この ような3ク ラスに対 して、以下の ようなビジターセ ッシ ョン、交流活動 をデザ イン し
たσ
3ビ ジターセ ッション
DayCourseでは4回 、EveningCourseでは2回 、 コース全体では計6回 の ビジ ターセ
ッシ ョンを行 った。DayCourscでは、グループ または1人 対 日本 人1人 に よる会話 を行
ったが、EveningCourseでは、 ゲス トス ピーカセ ッシ ョンとい う形 をと り、 クラスにゲ
ス トを招 いて質疑応答形式で行った。
本稿 では、 この うちDayCourseで行 った4回 の ビジターセ ッシ コンを取 り上 げ、その
結果について報告 し、考察 を行 う。
3.1コースにおける ビジターセ ッションの位置づけ
この コー スは、 日本語の運用能力だけではな く、広 く社会文化 能力 を も含め た包括的 な
インターア クシ ョン能力を身 にっける ことを目的 としたコースであ り、教室 をで きるだ け
現実の世界 に近づけ 、さらに自律学習 を促す ための取 り組 みが デザ インされ た"。 ビジ タ
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一セ ッションは、それ らの活動の うちの一つ として位置づけ られている。 また、 日本語 を
話す練習 のための場 とともに、各 自が さまざまな日本人 と個 と して じかに接す るこ とによ
り、 日本社会 ・日本 人の考 え方や 日本語の表現方法 な どを 自分 の もの と して捉 え直す こと
をも目指 している。 こうした考 え方 に基づ き、 ビジターセ ッシ ョンは定期的 にコー スの 中
に組 み込 まれ、活動の前後 には必ず学 習者1人1人 による取 り組み に対する計画や フ ィー
ドバ ックが義務づ け られた。
3.2参加者
1)学習者
日本語 レベ ルは初級の後半.4月 か ら本校 で 日本語 を勉強 し始 めた学生12名 。総 学習
時問数200、300時間程度だが、それ以前 に既習歴のあ る学生 も多 く、配偶 者が 日本人で
ある学生 も3名 いる。 ただ し、 日本人の友達がいた り、 日本人 と実際に話 した経験 を持 つ
学生 は少 ない。
2〉ビジター
タイに留学 している 日本人大学生 、大学院生、タイに在住 している駐在員の配偶者な ど。
ビジターの ほ とん どは、在 タイ歴1年 未満の 人であ った。性別的 にみ ると、男性3名 、女
性8名 の計11名 であった。
3.3活動形 態
4回 の ビジ ター セ ッシ ョンは、1時 問一1時 間半行 われた。は じめ にクラス全 体でお互
いに簡単な 自己紹介 を したあ と、各 ビジ ターは1人 ずつ部屋 に分かれて入 り、そ こへ1人
一3人 の学生が行って話をす るとい う形式で行い、各学生 のグループは、順 に部屋 を回 り、
全ての ビジ ター とイ ンタビューす る ことと した。1～3回 目までのセ ッシ ョンでは、 グル
ープごとにイ ンタビューのテーマ を決め、ある程度そのテーマ に沿 って話 を して情報 を得
る という設定 で行った。 その際、テーマに関する質問 をあ らか じめ準備 しておいて もよい
が、実際 のイ ンタビュー場面では、質問項 目を書 いた紙 を見 ないようにする こと、質問 と
答え とい う形 にな らないように、相手の話 を受けて会話 を続 けることを確 認 した。 インタ
ビューの時間 は ビジター1人 につ き約15分 であ った。 また、学生 は ビジター との会話 を
テーブに録音 し、家でわか らなかった ところを もう一度聞 いて くる こと、 ビジ ター との会
話 について 臼本語で要 旨をまとめるこ とを宿 題 とし、学習者、 ビジターの双方 に このセ ッ
シ ョンに関す るコメ ン ト応 を書い て もらった。 質問項 目は以下 の とお りで ある。 質間紙
に書かれ た回答 だけで は不十分だ と感 じた場 合には、後 日改めて インタビューを行い、そ
の根拠や説明 を語 ってもらった。 それによ り、その学習者 な り、 ビジターが言語 の学習 を
どう捉 えてい るのかが より明 らかにされた と思 われ る。
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趣 巫
① このセ ッシ ョンはどうだったか。何が よかったか、何が悪かったか。
② トピックについて十分情報が得 られたか。
(得られないと答 えた人に)そ れ はどうしてか、
③ 自分の 日本語は どうだったか。 どこに問題があると思 うか。
④ ビジターの 日本語 と先生の 日本語 に違 いがあるか。
⑤ 話す練習 として ビジターセ ッシ ョンは役 に立つと思 うか、
⑥ 日本語 を.L手に話せるよ うになるために、 どんなことをしよ うと思 うか。
⑦ 話 していて、何が一番難 しい と感 じたか。
⑧ 次のセ ッシ ョンでは、 どんなこ とを したいか。
一
① 学生の印象は どうだったか。 どう評価す るか。
② 学生の言語活動で、何が一番気 になったか。また、どんな所 がいい と思ったか.
(具体的に例を挙げて答 える)
③ 学生 と十分に コミュニケー シ ョンが取れた と思 うか。
④ 学生の発音で聞き取 りに くい ところはあ ったか。
⑤ 話 しに くい学生は、どこが 問題 だ と思 うか。
⑥ 話 していて失礼に感 じた り、嫌な感 じが した場面はあるか。
それは具体的にどのような場面か。
⑦ 反対 に、学生の 日本語に感心 した部分はあるか。それは、例えば どの ような部分か。
⑧ あいづ ち、問の取 り方、 リスポ ンスの仕方、表情 などで気になった点、 よかった点
があれ ば挙 げてほ しい。
⑨ どのよ うな点を改善すれぱ、 もっ と目本語が上手になると思 うか。
⑩ ビジターセ ッシ ョンを経験 して 、 自分 自身の言語学習について示唆 され るようなこ
とがあったか.
⑪ タイ人 の 日本語 について、 日頃感 じるところがあれ ば、書いてほ しい。
⑫ 自分の語学経験上、よいと思 う方法があれ ば、教えてほ しい。
3.4結果 と考察
D学 習者 の評価
まず、学習者の全員が、このセ ッシ ョンを好 意的に捉 えてお り、今後 も続 けていきたい
と答 えている。 ビジ ター と話 していて難 しいと感 じるの は、 自分 の語彙数が少 ないこ と、
そのため に聞 きたいこ とが聞 けない、習 った文法が 限 られているので、複雑 なことを聞い
た り話 した りする ことができない、頭 の中で タイ語 か ら日本語に翻 訳 しているので、す ぐ
には日本語が出て こない、などであ った。今後 はもっと語彙 を増やす、話す練習 を もっ と
た くさんす る、 日本人の友達 を真剣 に探す とい った意見があ った。そ して、教室 で勉 強 し
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ているだけで は会話 はうまくな らない と思 った、勉強 した 日本語 と話す 日木語 はかな り違
う、 ビジターの人が何度 も聞き返すので、 自分の発音(イ ン トネー ション、アクセ ン トを
含 む)は 悪い とわか った、聴解 の練習が もっと必要だ と痛感 した、な どの気づ きが 見 られ
た。 また、回 を重 ねるに したが い、前 よ りもよ くわか るようになった、話 の大筋 をつかめ
るようにな った、 リスニ ングや リアクシ ョンが少 しずつ よくな っている と思 う、難 しい表
現 も話せる ようになった、などの コメン トが多 くなっている。
では、実際 に、ビジ ターセ ッシ ョンを経験 するこ とで、学習者は何 を学 んだのだろ うか。
コメン トか ら、実際場面での 日本語の練習だけではな く、 日本人ネ ッ トワークなどの社会
的ス トラテジーの重要性 を認識 した り、現在の学習の しかたを見 つめなお した りす る様子
が うかが える。例 えば、1回 目のコメ ン トでは、先生 以外 の一般の 日本人 と話 をす ること
に興奮 し楽 し く感 じてい る、 またや りたい とい う意見が多か ったが、3,4回 目になると、
このセ ッシ ョンを経験 して 自分の勉 強方法を変 えたほ うが いい と思 った、発音 をもっと勉
強する・習ったこ とを実際の場面で使って通 じるか どうか確認す る、 日本語 を話す場所 を
もっっ と探す 、 もっ と経験 を積みたい、教 室活動 より辞書で言葉 を調べた り して作文 をも
っと勉 強 しよう と思 う、など自分の 日本語 学習 法に触 れている ものが多 く見 られた。 この
ように ビジターセ ッシ ョンには、実際 使用 の活動 として意義があ るだけではな く、学 習者
が自 らの学習 を振 り返 り、モニ ターす る場 となる、自分の学習方法 を変える きっかけ とな
る、自身の学習 を積極的 に自己管理 して行 こ うとい う姿勢が高 くなる、な どの面 において
も意義が あることが検証 された。
また、特 にバ ンコクにおいては、 日本 各地から日本人が集 まってい るため、 ビジ ターの
日本語 にはさまざまな方言が含 まれている。そ う した言葉遣いやア クセ ン トをは じめて聞
く学習者 も多 く、 は じめのうちは戸惑 いや否定的 な意見が述べ られたが、回を重 ねるうち
に、 日本語 とい って も教科書 に出てい るような言葉遣いだけではな く、いろいろなバ ラエ
テ ィがあ ることを実感 したようで ある。そ して基礎が しっか りしていれば、慣 れるこ とに
よりこう したバ ラエテ ィに対処 してい くことは可能であ ることを認識 したようで ある。更
に地域差の気づ きか ら、場面、相手 と自分の関係、性 別、年齢 に よって話す言葉 が異 なる
ことも、以前 よ り自然に受 け入れ られ るようになって きた と思 われる。
文法、漢字のス コアがクラスで最 も低い学生が、 ビジター とのイ ンターアクシ ョンで は
高い能力 を発揮 し、気づ きが多か った点 も興味深い。伝えるべ き相手が いるので説明 しよ
うと,思う、相手 とのや り取 りの中で 自分の問違い を訂正 していける、問題 はビジターの 日
本語ではな く自分 の 日本語だ、相手の性 格や行動 を見 て推測 しなが ら話 すか ら、場面 によ
って話 すこ とを変 える といった コメン トか ら、 この学生が コ ミュニケー シ ョンす る動 機の
存在や調整過程 の重要性 に気づ き、相手の行為や文化 的な価値 や会話 をスムーズ に進 める
方策に より注意 を払 っている姿勢が うかがえる。また、 日本 人が どの ような意 図で行動 し
てい るか について推測 し、自分の行動 を調整 す る社 会的 ス トラテ ジー(ネ ウス トプニー
1999)の使用 も見られる。イ ンターアクシ ョン能力の習得 は、言語能力 や型 には まった言
語運用 の延長線上で考 えてい くべ きものではな く、学習者が持 っている能力や既 に身に付
けているス トラテジーを最大限生かせる ような、個別的 な問題解決型のプログラムデザ イ
ンを していかなけれ ばならない。そのためには、学習者の スタイルや レデ ィネス 、 ビリー
フスといった項 目も考慮 に入れてい く必要が あるだろ う。
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2)ビ ジターの評価
日本語 を話す環境作 りに関 しては、一人を除 き、 ビジター全員が言及 していた。習 った
ことをす ぐ使 える場がある と覚えるのが早 い気 がす る、 とにか くしゃべ り慣 れ ること、 タ
イ人同士 の間で も日本語 を話す ような環境 と心 がけが大切、 日本語 を使 う必要 に迫 られる
状況を作 る、日本 人の友達 を作る、その言語を どんな形で もいいか ら使 うようにするな ど
である。 また、実際 に日本語 を話す機会があれば、授業 を休 んで もそ ちらを優先 させるべ
き、教室以外 で どれ ぐらい 日本語 を使 うかで決 まる、教師のお膳立 て したことを自分で勝
ち取 っていか ない とダメな どの学 習の 自己管理 を積極的 に奨励 す る ような発言 も多か っ
た。 これは、 ビジ ターのほ とん ど(11名 中9名 〉が現在 タイ語 を勉 強中で あ り・言 語の
学習 に対 して敏感な状 況に置かれてい ることと関係 が深 いと言 えよう。その ためか、 この
セ ッシ ョンは、 ビジター自身にとって も自分の言語学習を振 り返 る よいチャ ンス となった
ようであ る、学生た ちの積極的 な態度 を見て、言葉は コミュニケーシ ョンのツールであ り
大切 なのは話そ う話 したいとい う意思で あることを再確認 した、ネイテ ィブの表現 を真似
るこ とが大切 と改めて感 じたをは じめ、 自分 自身学 ぶ ことが 多 く大変勉強 になったとい う
内容 のコメ ン トを寄せた人が多 い。 自分 の言語行動は無 意識 に行 われるこ とも多 く、常 に
モニ ターす るこ とは難 しいが、他 人の言語行動であれば客観 的に把握するこ とは よりたや
す く出来 るであ ろう。内省があま り得童 ではない学生 には、時には役割 を変えてみる活動
も効果 的だ と考 え られる。また、教室の中で行われるカ リキュラムに沿 った言語学習では、
その 日に学習すべ き文型や表現 がは じめに提示 され る場合が多 く、 さらに教師が学生 の言
語 レベ ルを知 ってい るので、 どう して もその範囲での会話が主体 とな る傾向があ る(小 池
他1998〉。 しか し、実際のコ ミュニケーシ ョンでは、話 した り聞 いた りす る ことは状況 に
即 して瞬時 に行 わなければな らない ものであ り、どんな文型、語彙、表現が出て くるかは
わか らない。そう した状況に対応す るためには、自分 の持 っている言語知識、言語外知識、
社会文化的知識 を含 むイ ンターア クシ ョン能力 を総動員 して会話 を続けていかなければな
らない。す なわ ち、予測 、推測、確認 を繰 り返 しなが ら相手の話 を聞 き、適切 な語彙や表
現 を頭の中で素 早 く探 して文 を組 み立て る とい う一連 のプロセ スを続 けてい くわけであ
る。 そこで は、 当然母語話者場面の ようにはスムーズに行 かず 、調整が頻繁 に行 われ、 コ
ミュニケー ション上の挫折 も起 こるが、反対 に相手 に通 じた喜 び もあ る。 こう した失敗、
或 いは成功体験 を実際場面の 中で数多 く積み上げてい く中で、学習 に対す るモチベー ショ
ンは持続 され、学習 を自己管理 してい こうとす る姿勢が出て くるのではないだろうか。そ
して、それが真 のイ ンターア クション能力 の習得 につながってい くと考 え られる。
4研 修旅行生との事前メール活動および、交流活動
次 に研修旅行生 との インター アクシ ョンプログラム について記す。8月 末 に早稲 田大学
商学部江夏教授の ゼ ミ生26名 をは じめ、関西学院大学13名 、広島市立大学3名 、九州産
業大学14名 、富 山大学、上智大学1名 、山形大学3名 の学 生お よび教員7名 の計67名が
本校 を訪れ、 タイの学生 たちと交流活動 を行 った。 この研修旅行 は、ゼ ミの一環 と して毎
年行 われてい るものであ り、今 回もマ レーシアでの工場見学のあ と、訪 タイ した。 タイで
は、 日清食品 、蛇 の 目、セ イレンの3工 場 を見学 し、翌 日は、本校の見学、学生 との交流
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活動 、お よび市 内見学 という以下の ような日程であ った。
日時 活動内容
7月20口 Eメールによる目本人学生 との事前交流
～8月21日*
8月27日(水) バンコク市内のホテルにて歓迎パーティ 司会:本校の学生2名
8月28日(木) シーラチャのサハダループ 工業団地内の 日系企業3社 の見学
8月290(金) 午前 早稲出Education(Thailand)見学 タイの学生 との交流活動
午後 バンコク市内見学
*日 本人学生は、8月22日 よ リマ レーシアヘ向けて 日本 を発 ったため。
4.1活動
1)メールに よる事前交流
この研修旅行生の本校見学が決定 した後、 日本人大学生 との インターアクシ ョンの機会
を最大隈生かそ うと考え、江夏ゼ ミ生 とのメール による事前 交流 をデザ イン した。ゼ ミ生
全 貝にその 旨通知 して、参加者 を募 った ところ、全員が快 くメールでの交流 を快諾 したの
で、7月 前半か ら学生同士 によるメールでの交流 が始 まった。既 にコースにパ ソコンを使
った授業が組み込 まれていたため、学生 にとっては 日本語 でメールをす ることには問題 は
なか った。ただ、授業の一環 と して行 うため、双方の了解 を得て、メールはすべて教師 に
も転送す るよ う取 り決め た。平均 して、3往 復程 度の活発な メールでのや り取 りが行われ
た。
2)歓迎パ ーテ ィ
バ ンコク市 内のホテルに於いて、研 修旅行生 一行の歓迎 パーテ ィが行われ、本校の学生
2名が、パーテ ィの司会進 行役 を担 当 した。 かな りフォーマルなパーテ ィだったので、司
会のス クリプ トは教 師が関わ りなが ら、学生 と共 に作成 した.作 成 した スクリプ トをもと
に発音 、アクセ ン ト、問の取 り方、声 の大 きさな どに注意 しなが ら、何回 も練 習 を行 っ
た。
3〉工場見学への同行
研修旅 行生 が タイで3工 場 を見学す るにあた り、本校の学生 も見学 に同行す る ようお願
い し、了承 されたので、丸一 目多人数 の 日本 人大学生 と交流す る機会が得 られた。行 き帰
りのバスの中、工場見学、昼 食の時 問には、あちこちにタイ人学生 と日本人学生 の輪 が見
られ、和 やか な雰 囲気の中でイ ンターアクシ ョンが行われた と思われる。タイの学生 には、
以下 の ような タスクを与 え、 どんなイ ンターアクシ ョンがで きたか、 どの ようなこ とが問
題 となったか等 を考 えさせる工夫 を した。
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バスの中、工場見学の際 、昼食の時問 に分けて作 成 した、
① バスの中で ・何人ぐらいのH本 人 とどのよ うなインターア クシ ョンを行ったか。
・その際、 どの ような ことが問題 となったか。
コミュニケー ションブ レイクダウンが起 きた とき、どのよ うに
処理 したか。
② 工場見学で ・工場担 当者(日本人)の話は、どの程度理解で きたか。
・見学中、 日本人 とどんな話を したか.ど のよ うな質問があったか。
他の揚面と会話に違 いはあったか。
・コミュニケー シ ョンブ レイクダウンが起きたとき、どのよ うに
処理 したか。
。何人 ぐらいの 目本人学生 とインターアクシ ョンを行 ったか。
③ 昼食の時問 ・どのよ うなこ とが話題 となったか。
・他の場面 との会話に違いはあったか。
・コミュニケーシ ョンブ レイクダウンがおきたとき、 どのよ うに
処理 したか。
④ この活動 を通 しての気づき、感想
4)本校 における交流沽動
翌 日は、本校 見学 。 日本側の学 生、教員 の人数が多か った ため、2グ ループに分 けての
見学 と した。 タイの学生 は、それぞれ、① タイの祭 りと楽器、② タイのお菓子 、③ タイの
国歌 ・国旗 の由来 ・歴史、④ タイの伝統的 な式典(バ ーイスイースクワン式UI〉について
グループに分か れて 日本語で発表 を行い、 日本人大学生 と交流す るプログラムをデザイ ン
した.ま た、活動終了後、各 自に発表内容お よび交流沽動の感想の提出 を義務 づけた。
4.2結果 と考察
1)事前才舌動の方～去
訪 タイ前 にメールによるや り取 りを行 っていた学生 は、歓迎パ ーティの初顔合わせの席
で 「一 さんは、 どこ?」 とタイ人学生の名前 を挙げて探 していた。そ して、 メールで交
流 していたが学 生が見つかる と、既知 の友 入の ように親 しげに会話 を始めた。一般 的には、
こうした短期 問の交流活動では、学生 同士がお互い打ち解 けるのに時問がかか り、 自然 な
イ ンターアク ションができる ようになった頃には、もう別れ なければな らない ことが多い。
しか し、事 前交流を行 うことにより、相手 との心理的な距 離 も縮 まり、 また共通の話題の
存 在な どに より、対 面直後か ら活 発な インターアクシ ョンが期 待 される。
また、メールで のや り取 りも、近 々会 えることを前提 とした真剣で活発な ものであった。
話題 も自己紹介 に始 まり、タイの気候 、食べ物 、観光案内、 タイヘ旅行する際 の持 ち物や
注慧事項 な ど多岐に渡っていた。対 面後の インター アクシ ョンを豊か にす るこの ような、
メー ルによる交流活動 は、Eメ ー ルが普及 した現在、上手に活用す ればさまざまな学習環
境 を学生 に与 えることができると考 えられ る。 ただ、携帯電話の メールア ドレスを指定 し
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た数名の学生 とは、 タイのIT環 境の不整備 による ものなのか、 メールで の交 流が スムー
ズ に行えなかった。 さらに、 メールでのや り取 りが夏休 みであったため 、大学の ア ドレス
を指定 した学生 の中には、「大学へ行 かなかったので メー ルを見 なかった」 とい う学生 も
お り、問題.蔵を残 した。
今回は時間の都 合で、早稲 田大学 の学 生 とのみ交流 を行 ったが、他大学の教員 、学生か
ら、来年 度か らは是 非我 々もメール による事前活動 に参加 したい との要望が 出 された。 な
お、来年 度か らはメールによる交流 に加 え、テ レビ会議 システム を利用 した遠隔 プロ グラ
ムによる事前 交流 も行っていきたい と計画 してい る。
2)タ スクの難易度
工場見学での学生同士のインター アクシ ョンに関 しては、 タイの学生 か らの フィー ドバ
ックで は、「概ね よか った」が半数 、「期待 したほ ど話 がで きなか った」「日本人大学生1司
士で固 まって、あ まり交流で きなかった」が半数であ った。工場へ の行 きのバ スの中では、
隣 に座 った 日本人学生や グループで の活 発なインター アクシ ョンが見 られたが、工場 見学
中はほ とん どイ ンター アクシ ョンは見 られなか った。その理由 と して、工場 での組 み立て
ラインや製造物 について 日本語 で 日本 人学生 に説明す ることは、 レベル的に見 て タイの学
生 には難 しす ぎた こと、説明 した くて も、担 当の 日本 人ガイ ドの説 明 を理解 する ことがで
きなか ったことが考 えられる。 実際使用 を理解 、練習 の前 に来 るようにデザ イン して しま
うと、接触場面での問題の処理 が効 果的にで きな くな り、 インター アクシ ョン能力が十分
に習得 で きな い可 能性 がある(宮 崎2000)ことか ら、プ ログラム実施以前 の準備や タス
クの与 え方 にもう少 し工夫が必 要で あった との反省が残 った。
昼食時 には、食べ物や飲み物 や果物 な どの話題 から、タイ式の食べ方 、 日本 とタイとの
文化 ・習慣 の違い、 日本人の若 者の考え方な どさまざまな トピ ックを通 して インター アク
ションを行 っていた。 ただ、 インターアクシ ョンの方 向は、日本 人が質問 して タイ人学生
が答える とい うものが ほ とんどであ り、且つ回数 も1回 のみの ものが多か った。 これは、
日本人学 生 とタイ人学生 との比率(6:1〉 に よるほか、 タイ側 の学生 が まだ十分 に 日本
人 とのイ ンターアクシ ョンに慣 れてお らず、 トピックを どう維持 ・発展 させ てい けばいい
のかわか らなかった り、非言語 コミュニケーシ ョンのス トラテジー使用 を誤 った りした こ
とに も起 因す る と思 われた。 この ような社会言語 能力 や社 会文化能力 は、多種多様 な日本
人 とのイ ンターアクシ ョンの機 会が限 られている海外 の場 合、習得が難 しい項 目だと考え
られる(ネ ウス トプニー200①が 、学 習者 自身が これ らの能力の習得 を言語能力 と同様 、
或 いはそれ以上 に重要不可欠な ものだ と認識すれば、習得 はよ り効果的 に行 われ ると確信
する。
3〉コ ミュニケ ーション問題の調整
接触場面 でのコ ミュニケー シ ョンにおいて、不 適切 さを取 り除 く調整 過程 は習得 と大 き
な閏わ りを持 ってい る(宮 崎2002)が、今 回の活動 では コ ミュニケー シ ョン上 で挫折 が
起 きた際には、す ぐに英語 にス イッチ してその場 を切 り抜 け よう とす る学生が、 日本 人側
にもタイ人側 に も多 く見 られた。 これ らの理由 として、 「聞 き返 され る と、通 じなか った
か らわか るように話 さな きゃ と思 っ ちゃう」 「え、何 ですか、 と聞 き返 され る と、 もう聞
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くのが面倒臭 くなる」「暑 くて頭が あん ま り働 かないか ら、省 エネ会話 になっちゃう」(日
本人学生 の コメン ト)「質問 の意味 は何 とな くわかったけ ど、 どう してそん なことを聞 く
んだ ろ うと・巴って、 もう一 度聞 き返す ことが あった」「相手 には英語が通 じる とわか った
か ら」「単語 を説 明す るのは難 しいか ら、英語が わかれぱそれを言 えば簡単」(タイ人学生
の コメン ト)な どが挙げられ た、 当日は、本当 に暑 く、見学のため頻繁にバスの乗 り降 り
を繰 り返 した ため、学生たちはかな り疲 れていたと思 われる。工場見学 を目的 と した研修
旅行で来ていた 日本人学生 はと もか く、タイ人学生 の中には工場見学 にほ とん ど興味 のな
い者 もお り、丸一 日の同行は、 日本 人との インターアクシ ョンのチ ャンス とはいえ、後半
はか な り日本語での コミュニ ケーシ ョン意欲 をそが れていた ようであ った。 またこのよう
な体験学習活動 をデザインす る場 合 には、 タス クの有無、 日本語で調整が行われる ような
場面の設定 をは じめ、事前 の周到 な準備が必要 にな って くる と思 われ る。
4〉目的意識 の重要性
翌 日の交流活動は、既 に双方の学生同士が知 り合 いであったため、 自然な雰囲気 の中で
順 調 に進んだ。発表当 日の日本人学生や引率教 員 とのイ ンターア クシ ョンも活発に行 われ
てい たが、そ こに至る までの発表 テーマの決定 、発表の順番や方法、ポス ターやパ ワーポ
イン ト作成の仕方、発表原稿 の作成&添 削 などの段 階において も、教師や 日本人ス タッフ
との活発 なインターア クシ ョンが見 られたと思 う・ なぜ この発表テーマに したいのか、 ど
ん な展示 ・発表形式にすればわか りやすいか、何 を用意すべ きか、 どの ような順 番で発表
を行 うかな ど、 自分 たちの意 見を根気 よ く我々 に伝 え、発表 をひとつ ひとつ形作 っていっ
た。 こうした実際の作業を通 して、学生 たちは多 くのイ ンターアクシ ョンや意味交渉を経
験 し、相手へ の提案 、説得、反論、あるいは同意の しかたを学 んでいったように思 われ る・
我々教師が理解で きない ときは、辞書や文法書 を出 して きて言い直 した り、 また他 の学生
に表現 を尋ねた りしながら、み んなで 日本語 による理解 を試みた。 この活動 では、事前の
準備や練習のための時問が設 けられていたので、学生 も達成感が高か った ようである。そ
れ は、学生全員が 「面白かった」 「達成 感が あった」「準備が大変 だったけ ど、やってよか
った」「緊張 したが、うま くコミュニケーシ ョンで きて よかった」 「日本人の学生 が、発表
に興味 を持 っていろいろ と質問 して くれたので、 うれ しか った」 などと肯定的な回答 を寄
せた ことか らもうかがえる。
また、 これだけ大 勢の日本人 と丸二 日間、交流 したことは、学習者に とって初 めての経
験 だったので、短時問、少人数の ビジターセ ッシ ョンな どで は見 えなかった問題点 も見 え
てきた。それ は、何 のためにこの活動 を してい るのか とい う 目的 を学生一人一人が十分 に
理解 していなか った り、活動 に対す る動機付 けが不十分 だった りする と、途中で,監切 れす
るものが出て くる とい うことであ る。 ここで も、学習 を自分の もの と して捉 える姿勢 を持
つ ことの重要性が示 唆 されて いると思 われ る。
5そ の他 のアクテ ィビティ
ビジターセ ッション、研修旅行生徒 の交流活動の他、本校 においては、設立当初 よりメ
ディア関係、 日本語教育関係 、大学関係 など各方面 か らの来客者があ り、 クラスの見学 を
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兼ねて これ らの方 々に授 業に入 ってい ただ くこと も多 く、実際 には、デザイ ンした活動以
外 にも日本人 との インターアクシ ョンの場面 は数多 くあ った。 また、現 在、次 のよ うなプ
ログラム、お よびアクテ ィビテ ィが進行、計画 されてい る。
第一 は、 コ ンピュー タを利用 した遠 隔教育 である。 これは、Webカ メラに よって映 し
出されるお互いの映像 を見なが ら、ヘ ッ ドセ ットのマ イクを通 して、音声 によるリアルタ
イムの インターアク シ ョンを可能 に した ものである(宮 崎2002)。そこで は、単 に会話 を
す るだけでは な く、 さまざまな機能 を使 って一緒 に日本語の文章 を読んだ り、お互 いが意
見交換す るこ と も可能 な学習環境が提供 されてい る・例 えば、画面上でチ ャ ッ トした り、
絵や漢字 を書い た りす ることもで きる し、 また トピ ックに関連 したイ ンターネ ッ ト上 のサ
イ トに同時 に飛 び、一縦に見 なが ら会話 を進め ることも自由 にで きる。 その際、現実 の言
語使用ス タイルと同様、相互 に主導権 を譲 り合 うシステ ムも開発 されている。 さらに、こ
れらの インターアクション画面 をビデオに撮 り、 フィー ドバ ックするこ とも可能 となって
い る。 本 校 で は 、2002年7月 に早 稲 田大 学 日本語 教育 科 の大 学 院生 との 間で こ の
BizMateを利用 した実験 を行い、10月か ら正式 な授業 の一環 として実施 されている。
第二は、学生が こちらか ら日本人社会 に出か けてい く活動である.現 段階 では、国立博
物館 における 日本人向けの説 明を聞 きに行 く、 日本人会併設の図書館へ 出向いて本 を借 り
て くる、バ ンコク在住の 日本 人家庭へのホ ームステ イプログラム、 日本 人会主催のス ポー
ツ活動 ・チ ャリテ ィバザーなどへ の参加 などとい ったアクテ ィビテ ィを計画 して いる・現
在、バ ンコクには4万 人近 くの 日本人が在住 しているため、他の諸外 国地域 に比 べて こう
したアクテ ィビテ ィをデザ インす る機会 に恵 まれてい ると言 えるか もしれない。 しか し、
だか らこそ、 海外 におけ るさまざまな アクテ ィビテ ィの可能性 を追求 してい く場 として、
い ろいろ な試み をしていかなけれ ばならない と考 えてい る。
6ま とめと今後の課題
以上、早稲田Education(Thailand)1こおいて、イ ンターアクシ ョン能力 を伸 ぱすため に
デザ インされたア クテ ィビティの 中か ら、 ビジターセ ッシ ョンと研修旅行生 の交 流活動 に
ついて述べて きた。参与 観察や活動後の インタピューお よび アンケー トか ら、学 習者 全員
が実際使用の インターアク ション活動 を好み肯定的 に評価 しているこ と、 ビジター、研 修
旅行生、教師等 ネイテ ィブスピーカー との共同作業 とい う双方向型 の言語学 習が、学 習 に
対す る気 づ きを促 し、積極的 な学習の 自己管理 につながっていることがわか った。
では、海外 においてこ うした実際使用の機会 を学習者に より多 く提供するため には、 ど
うすればいいのか。 まず、 目本語教師 自身が 自らの ネッ トワー クを広げてい くことであろ
う.学 習者が現地の 日本人 とネ ットワー クを形成 してい くには、その仲介役 とな る日本人
の存在が効果的で あるこ とが実証 されてい る(原 田2003〉・海外 においては、教 師が その
コネク ターの役割 を担 ってい くこ とが よ り求 め られ ているのではないだ ろ うか。本校の
DayCourseのあ る学生 は、 日本語の インプ ッ トを求めて積極的 に日本人に働 きか けてい
たが、 日本語 レベ ルが低 かったこ ともあ り、その場限 りでなかなかネ ッ トワー クの維持 、
形成 にまでは至 らなかった。 しか し、教師 を介 して知 り合 った 日本 人とは、その教師 も含
め首尾 よくネ ッ トワー クを形成す ることがで き、現在に至 っている。学 習環境 としてネ ッ
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トワー クを捉 えてい くことは重要(浜 田他2003)であ1〕、 それをコースの中 に体系 的に
組み込 んだプログラムが もっとデザ インされるべ きであるが、 日本人 との ネッ トワークが
形成 されて も、 日本語 によるインターアクシ ョンが なければ 日本語の習得 には結 びつかな
い。同様 に、い くら教師が そう した学習環境 をデザ インして も学習者がそれ を有効に利用
しなければ、 インター アクシ ョン能力 の向上 にはつ なが らない。海外 にお ける 日本語学習
者 は、 日本語 に対する持続 した強 い動 機付 け と共 に、自身の学習 に働 きか ける姿勢が よ り
強 く求め られ るのであ る。
最後 にデザ インされたプログラムの評価方法 について述べ てお く。今回の活動では、で
きる限 りインターア クションの内容 を客観的 に記録 する ことに より今後 に役立てたい との
考 えか ら、活 動の大部分 をビデ オ録画 、或 いはテープ録音 した。(工場見学 は一 部のみ録
画)。本稿 では、質 問紙調査 、イ ンタビュー を用いた質的分析 を行 ったが、録画 ・録音 内
容 を分析す ることにより、この活動 自体 を ミクロ的 な面 か ら量的 に検証、評価する ことが
可能であ ろう。 また、学習者が どんな場面 でどの ようなス トラテ ジー を使 ったか、 コ ミュ
ニケーシ ョン上 に問題が起 きた ときにどの ように調整 を行 ったか、 日本人 は学習者の どの
ような逸脱 に注 目するのか、な どのデー タとして も有効 であろ う。今後、 この ようなデー
タをさ らに蓄積 してい き、学習者 のイ ンターアクシ ョン能力 とプ ログラム双方の評価に関
す る縦断的 な研究 を課題 としてい きたい。
?
1工1教育 課 程 前 半 の ・部 を現 地で 、 残 りを早 稲 田大 学 で 実 施 す る ブ ロ グラ ム。
(214月一9月 は 、 専 任 講師2名 、 非 常 勤 講 師2名 の 計4名 、10月 か らは 、 専 任 講 師5名 、非 常 勤 講
自1:13名の 計8名 が 働 い て い る 。
(31バン コ ク近 郊 に増 えつ つ あ る 、 多 数 σ)企業 の 工場 が 集 まっ てい る工 業 同 地 群 の1つ 。 この 中 には
タ イ ワ コー ル 、 ニ ッシ ン な ど 目系 企 業 も多 い。
〔4)例えぱ 、CAI教 材 によ る漢 字 学 習 、 学 習 ダ イ ア リー をつ け る 、学 習 方 法 の話 し合 い 、 自主 的 な ト
ビ ック に よ る毎 月提 出 の 作文 練 習 、 メ ル友 を捜 そ う、 等 の 活 動 が あ る 。
(51学習 者 に は、 タ イ語 また は英 語 で 記 入 して もらい 、 翻 訳 した もの を分析 した。
〔6)結婚 式 、得 度 式 、 入学 式 等 の 際 に、 人 々の 健 康 や繁 栄 を願 って 行 わ れ る 、バ ラ モ ン教 の 式 典 の1
つo
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